
広報しんしろ

広報しんしろ 2024.10 8

　

８
月
19
日
㈪
に
第
10
期
若
者
議
会

政
策
中
間
報
告
が
行
わ
れ
、
各
委
員

会
か
ら
現
時
点
で
話
し
合
わ
れ
て
い

る
政
策
方
針
や
政
策
案
に
つ
い
て
、

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
委
員
会
毎
に
会
議
を
行

い
、
11
月
の
答
申
ま
で
に
具
体
的
な

事
業
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　
若
者
政
策
委
員
会

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
未
来
の
育
み
手
委
員
会

　

新
城
で
子
育
て
し
て
い
る
人
に
限

ら
ず
、
し
て
い
な
い
人
に
も
情
報
が

行
き
届
き
、
ま
た
保
護
者
が
安
心
し

て
子
育
て
で
き
、
子
ど
も
の
笑
顔
が

増
え
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
城
市
内
に
子
ど
も
が
遊
べ
る
施

設
は
あ
り
ま
す
が
、
土
日
は
休
館
日

で
解
放
さ
れ
て
い
な
い
施
設
も
あ
る

　

新
城
市
が「
誇
れ
る
も
の
が
あ
る

ま
ち
」に
な
る
よ
う
に
若
者
目
線
で

探
り
、
そ
の
＂誇
れ
る
も
の＂
を
共
有

す
る
た
め
の
交
流
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
人
が

新
城
の
こ
と
を
好
き
に
な
り
、
新
城

の
こ
と
を
語
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
ま
し
た
。
ま
た
、
新
城
を
出
た
人

が
戻
っ
て
来
ら
れ
な
く
て
も
、
関
わ

り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、
無
料
の
飲
み
物
を

提
供
し
て
気
軽
に
交
流
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
フ
リ
ー
コ
ー
ヒ
ー
や
、
外

出
す
る
機
会
を
作
り
、
参
加
者
同
士

が
交
流
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
推

進
、
市
内
に
限
ら
ず
市
外
や
国
外
の

学
校
と
の
交
流
な
ど
の
政
策
案
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
議
会
が
設
置
さ
れ
て
10
年
が

経
と
う
と
す
る
今
、
改
め
て
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
り
、
こ
の
先
に
向
け
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
、

若
者
総
合
政
策
や
若
者
議
会
の
運
営

方
法
を
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
広
く

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
創
出
し
ま

す
。

　

若
者
総
合
政
策
に
つ
い
て
は
、
過

去
10
年
で
実
施
し
て
き
た
事
業
の
結

果
・
状
況
を
踏
ま
え
、
新
た
に
出
て

き
た
課
題
や
今
の
若
者
の
ニ
ー
ズ
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
更
新
し
ま

す
。

　

ま
た
、
若
者
議
会
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
機
会
と
し
て
、
市
内
を
含
む

全
国
の
若
者
や
市
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

記
念
グ
ッ
ズ
の
作
成
、
Ｐ
Ｒ
事
業
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

トピックス

1
若
者
議
会
政
策
中
間
報
告

問
合
せ  

市
民
自
治
推
進
課

（
℡
23ｰ

７
６
9
7
）

７
６
４
６
３
１
５
１
９

ID

報告の様子▶

た
め
、
親
が
子
ど
も
と
一
緒
に
行
き

た
い
と
思
え
る
場
を
充
実
さ
せ
、
親

や
子
ど
も
の
交
流
を
促
進
で
き
る
よ

う
新
城
図
書
館
ド
リ
ー
ム
サ
ロ
ン
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
中
高
生
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
城
市
で
行
っ
て
い
る
子

育
て
支
援
や
助
成
な
ど
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
そ
れ
ら
を
一

つ
に
ま
と
め
た
冊
子
な
ど
の
作
成
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

私たちの
アイデアを
報告しました！
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令
和
７
年
４
月
採
用
の
市
役
所
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
項
と
試

験
申
込
書
を
９
月
17
日
㈫
か
ら
次
の

場
所
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
場
所　

秘
書
人
事
課
人
事
係

（
４
階
）、
市
役
所
総
合
案
内（
１
階
）、

各
総
合
支
所
地
域
課
、
新
城
ま
ち
な

み
情
報
セ
ン
タ
ー
、
新
城
図
書
館

申
込
期
間　

９
月
24
日
㈫
か
ら
10
月

４
日
㈮
ま
で
に
秘
書
人
事
課
人
事
係

へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

受
験
資
格
や
申
込
方
法
な

ど
試
験
の
詳
細
は
募
集
要
項（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験

試
験
日　
10
月
19
日
㈯

場
所　
市
役
所
４
階
会
議
室

内
容　
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
試
験
、
適
性
検
査
、

作
文
試
験

2
令
和
７
年
４
月
採
用

新
城
市
職
員
採
用
試
験（
Ｄ
日
程�

追
加
実
施
）

問
合
せ  

秘
書
人
事
課

（
℡
23ｰ

７
6
1
9
）

３
７
０
９
３
８
６
９
０

ID

試験区分 募集職種 人数 受験資格（年齢・学歴・免許など）

民間企業等
経験者

一般行政職
（学芸員） １人

博物館法に定める学芸員資格を有
し、令和６年３月末において埋蔵文
化財の発掘調査、事務事業及び学芸
員としての職務経験（正社員・嘱託
職員の期間に限る）を２年以上有す
る方

業務内容
文化財保護政策の企画立案、埋蔵文
化財の発掘調査・研究、文化財の公
開・活用等、さらに施設管理、来館
者対応など一般事務の業務に従事し
ます。

昭和６０年４月
２日以降に生
まれた方

一般行政職
（建築技師） １人

一級建築士又は二級建築士の資格を
有し、令和６年９月末までに民間企
業等における建築に関する職務経験
が５年以上あり、採用後その経験が
生かせる方

昭和４０年４月
２日から平成８
年４月１日まで
に生まれた方

実務経験者 保育士・
幼稚園教諭

３人
程度

保育士・幼稚園教諭の両方の資格・
免許を有し、令和７年３月末までに
実務経験が３年以上あり、その知識
経験を生かしてクラスを受け持つこ
とができる方

昭和４４年４月
２日以降に生
まれた方
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昭
和
22
年
頃
か
ら
、女
性
の
地
位
向

上
を
主
目
的
に
し
た
新
生
婦
人
会
が

東
三
河
の
各
地
に
結
成
さ
れ
始
め
ま

し
た
。そ
ん
な
折
、堂
々
と
意
見
を
主

張
し
、女
性
の
地
位
向
上
を
め
ざ
す

リ
ー
ダ
ー
が
現
れ
ま
し
た
。請う

け
　
い
　
せ
つ
　
こ

井
雪
子

さ
ん
、旧
七
郷一色
村
の
女
性
で
す
。彼

女
は
地
区
の
初
代
婦
人
会
長
に
な
り

ま
す
。そ
し
て
、地
域
の
女
性
と
意
見

交
換
を
行
い
、「
明
る
い
台
所
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、暗
く
て
不
衛
生
な
台
所

の
改
善
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。す
る
と
、

「
女
の
く
せ
に
生
意
気
だ
」、「
あ
れ
は

暇
つ
ぶ
し
の
道
楽
だ
」、「
や
め
さ
せ
た

ほ
う
が
い
い
」と
い
っ
た
高
齢
者
や
男

性
か
ら
批
判
的
な
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。し
か
し
、彼
女
を
中
心
と
す
る
婦

人
会
員
の
結
束
は
固
く
、い
っ
そ
う
台

所
改
善
に
意
欲
を
燃
や
し
ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
の
最
大
の
難
関
は
資
金
の

調
達
で
し
た
が
、内
職
を
し
た
り
、飼
料

を
作
っ
た
り
し
て
共
同
積
立
を
行
い
、難

関
を
次
々
に
突
破
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
努
力
が
実
り
、高
齢
者
や

男
性
た
ち
も
批
判
か
ら
協
力
へ
と
次
第

に
態
度
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
７
年
後
、愛
知
県
の
活
動
発

3
～
請
井
雪
子
さ
ん
は

　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
～

10
月
は
愛
知
県
男
女
共
同
参
画
月
間
で
す

4
野
外
焼
却（
野
焼
き
）に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ  

市
民
自
治
推
進
課

（
℡
23ｰ

７
６
9
7
）

問
合
せ  

環
境
政
策
課

（
℡
23ｰ

７
６
9
0
）

表
大
会
で
優
勝
、東
京
都
で
行
わ
れ
た

全
国
発
表
大
会
で
も
優
勝
に
輝
き
、

「
新
生
活
モ
デ
ル
日
本一、七
郷一色
村
」

は
全
国
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
女
性
の
地
域
活
動
は
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、近
隣
市
町
村
に
広
が

り
ま
し
た
。し
か
し
、平
成
に
入
る
と
、

女
性
の
社
会
進
出
と
と
も
に
、共
働
き

家
庭
が
増
え
、衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、女
性
区
長
や

女
性
公
民
館
長
な
ど
が
極
少
数
で
す

が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
城
市
人
口
の
半
数
以
上
は
女
性

で
す
。女
性
参
画
が
な
け
れ
ば
、人
口

減
少
に
よ
っ
て
地
域
活
動
が
成
立
し
な

く
な
る
時
が
必
ず
訪
れ
ま
す
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
登
場
は
、必
ず
や

地
域
の
変
革
と
活
力
を
促
進
す
る
は

ず
で
す
。寄

稿 

新
城
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

原は
ら
だ
か
つ
ゆ
き

田
克
幸 

副
会
長

4
1
4
8
1
2
0
8
4

ID

　

ご
み
の
野
外
焼
却
は
法
律
お
よ
び

県
条
例
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。ご
み
を
庭
先
な
ど
で
燃
や
す
こ
と

は
、不
十
分
な
火
の
後
始
末
に
よ
る

火
災
の
発
生
や
、近
所
の
方
に
煙
や
臭

い
で
迷
惑
を
か
け
る
原
因
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、野
外
焼
却
禁
止
の
例
外

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、次
に
掲
げ
る
行

為
が
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆�

農
業
、林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却

◆��

た
き
火
、落
ち
葉
の
焼
却
な
ど
の

一
過
性
の
軽
微
な
焼
却

◆��

風
俗
慣
習
上
の
行
事
の
た
め
の

焼
却

　

例
外
と
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

む
や
み
に
焼
却
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

煙
や
臭
い
で
周
辺
の
方
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
、焼
却
す
る
量
や
時
間
帯

に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、火
災

予
防
の
た
め
に
、風
が
強
い
日
は
避

け
、十
分
な
消
火
準
備
を
し
て
、焼
却

現
場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、指

導
な
ど
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

令和の請
井雪子さ

ん。出でよ！
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介
護
事
業
所
で
職
場
実
習
を
受
け

な
が
ら
、介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修

了
し
、介
護
事
業
所
へ
の
就
職
を
目
指

し
ま
す
。研
修
の
受
講
費
用
は
無
料
で

す
。
ま
た
、派
遣
期
間
中
は
派
遣
元
企

業
か
ら
給
与
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、説
明
会
へ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

介
護
に
関
す
る
資
格
を
持
っ

て
い
な
い
方

説
明
会
会
場　
新
城
文
化
会
館

１
０
３
会
議
室

説
明
会
日
程

10
月
２
日
㈬
、
18
日
㈮
、
29
日
㈫
、

11
月
12
日
㈫
、
22
日
㈮

い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～

※
11
月
以
降
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込　
㈱
東
海
道
シ
グ
マ（
℡
０
５
３
２

-

２
１-

７
２
２
８
）へ
電
話
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

説
明
会
前
日
ま
で
予
約
可
能
で
す
。
ま

た
、
日
程
が
合
わ
な
い
場
合
は
個
別
対

応
も
可
能
で
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
の
本
人
や
家

族
か
ら
の
相
談
を
受
け
、状
況
を
整
理

し
、必
要
な
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談

室
で
の
個
別
面
談
の
ほ
か
に
も
、ご
自

宅
や
公
的
施
設
な
ど
に
訪
問
し
て
、お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
、電
話
や
メ
ー
ル
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

5
無
料
で
介
護
の
資
格
を

取
得
し
て
働
き
ま
せ
ん
か

問
合
せ   

高
齢
者
支
援
課（
℡
23ｰ

７
６
8
8
）

東
三
河
広
域
連
合
介
護
保
険
課

（
℡
0
5
3
2ｰ

2
6ｰ

8
4
7
3
）

6
ひ
き
こ
も
り・不
登
校
に�

関
す
る
お
悩
み
相
談

問
合
せ    

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
℡
22ｰ

9
9
1
8
）

相談場所 電話番号 / メール 相談時間

福祉課 市役所本庁１階
６番窓口

２３－７６２４
fukushi@city.shinshiro.lg.jp

平日
（１２／２９～１／３除く）
８：30～1７：0０

こども家庭センター
みらいこ

市役所本庁１階
７番窓口

２２－９９１８
kosodate@city.shinshiro.lg.jp

くらし・しごと
サポートセンター

社会福祉協議会
新城字東沖野20番地12
（しんしろ福祉会館内）

２３－６５１０
ss@shinshiroshakyo.or.jp

説
明
会
申
込

　

令
和
７
年
１
月
末
ま
で
随

時
受
付
中
で
す
。⬅

実
習
先
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

東
三
河
８
市
町
村
に
所
在

す
る
登
録
事
業
所
の
中
か
ら

希
望
に
合
っ
た
事
業
所
を
選

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

⬅

職
場
実
習

　

最
大
2.5
カ
月
間
実
際
に
事

業
所
で
働
い
て
い
た
だ
き
ま

す
。、
そ
の
間
、
給
与
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　

15
日
間
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

研
修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
受
講
費
用
は
無
料
で

す
。

⬅

直
接
雇
用
契
約

並行して実施

▲ホームページ
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9月まで（改正前） 10月から（改正後）

所得制限 あり（保護者の所得により5,000
円の支給または支給なし） なし

手当
月額

3歳未満 1万5,000円 1万5,000円

第3子以降は
3万円

3歳～
小学生

1万円�
（第3子以降は1万5,000円） 1万円

中学生 1万円 1万円
高校生年代 なし 1万円

支払期月 年3回（2月、6月、10月） 年6回（偶数月）

トピックス

　

所
得
制
限
撤
廃
や
対
象
児
童
年
齢

の
引
き
上
げ
な
ど
、大
き
な
変
更
が
あ

り
ま
す
。

7
10
月
か
ら
児
童
手
当
制
度

が
変
わ
り
ま
す

8
11
月
か
ら

児
童
扶
養
手
当
制
度
が

変
わ
り
ま
す

問
合
せ  

こ
ど
も
未
来
課

（
℡
23ｰ

７
６
2
2
）

問
合
せ  

こ
ど
も
未
来
課

（
℡
23ｰ

７
６
2
2
）

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請
が
必
要
と
な
る
方

　

対
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
方
へ
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

◆� �

所
得
が
超
過
し
て
お
り
、
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
方

◆� ��

１
番
下
の
子
が
高
校
生
年
代
で
あ

り
、
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

◆� �

手
当
を
受
給
し
て
お
り
、
新
た
に

第
3
子
の
算
定
を
受
け
る
方

※�

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

６
７
４
８
８
１
８
６
２

ID

３
３
２
０
４
９
２
４
４

ID

　

所
得
限
度
額
と
第
３
子
以
降
の
加
算
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成

さ
れ
る
家
庭（
ひ
と
り
親
）の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
寄
与
の
た
め
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。前
年
度
の
所
得
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
、全
部
支
給
と一
部
支
給
の
判
定

基
準
と
な
る
所
得
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

変
更
例（
所
得
限
度
額
引
き
上
げ
）

　

子
ど
も
一
人
の
場
合
、全
部
支
給
に
つ
い

て
は
１
６
０
万
円
か
ら
１
９
０
万
円
と
な
り

ま
す（
収
入
ベ
ー
ス
）。

変
更
例（
第
３
子
以
降
の
加
算
額
）

　

第
２
子
の
加
算
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、こ
れ
ま
で
全
部
支
給
の
加
算
額

６
４
５
０
円
か
ら
、１
万
７
５
０
円
と
な
り

ま
す
。

　

引
上
げ
が
適
用
さ
れ
る
11
月
以
降
分
の

手
当
は
、令
和
７
年
１
月
以
降
支
払
わ
れ

ま
す
。

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広 

告

第1子が大学生年代	

第1子が高校生年代	

10月
から

9月
まで


